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　大戸川は信楽町南部の三重県・京都府と接する山地を源と
して、信楽町を流れ、大津市田上で瀬田川に合流し、琵琶湖
に流れ込んでいます。上流に位置する多羅尾地区は古くから
交通の要地で、多羅尾を経て三重県へ抜ける御斎峠は、徳川
家康が密かに越えた峠として知られています。
　笹ヶ岳、高旗山のピークをもつ山地は、谷に沿って人家や
田畑がありますが、まだまだ調査されていない自然があります。
深い杉林の杉の大木の枝に、シダ植物やつる性の植物とともに、
絶滅が心配されるラン、セッコクが確認されています。セッ
コクは滋賀県では条例で指定希少野生動植物種に指定され、
採集が禁止されています。林の中には多くの種類のシダ植物
をはじめ、フタバアオイ、エンレイソウなど、ほかではみら
れなくなってしまった植物が数多く生育しています。
　笹ヶ岳山麓では、初夏には滋賀県下でも稀少なイナモリソ
ウが咲き、初秋には、テイショウソウの花がみられます。
　山地を流れ出る水は谷をきざみ、滝となって流れ落ちてい

ます。その１つ鶏鳴の滝は笹
ヶ岳の東方にある高さ６ｍ、
幅５ｍの滝ですが、滝の周囲
は飛び散る水で夏でも涼しい
空気に包まれています。コケ
植物やコウヤコケシノブなど
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